
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車内で音楽を再生する音響機器において、
乗員が携帯する携帯音響機器と、自動車に設置される車載音響機器とを備え、
前記携帯音響機器は、
音楽データを保有する音楽データ保有手段と、
少なくとも無線通信を介して該音楽データの曲名データを送信する送信手段とを有し、
前記車載音響機器は、
携帯音響機器から無線通信を介して送信される前記曲名データを受信する受信手段と、
受信手段で受信した該曲名データのみを記憶する記憶手段と、
該曲名データによって、携帯音響機器から送信される音楽データを選択する選択手段と、
選択手段で選択した該音楽データを携帯音響機器から受信して、音楽として車内で再生出
力する車載スピーカとを有する
音響機器。
【請求項２】
　前記車載音響機器は、
乗員がオーディオ操作を入力するオーディオ操作スイッチと、
該オーディオ操作スイッチから出力されるオーディオ操作信号を携帯音響機器へ無線通信
を介して送信する送信手段とを有し、
前記携帯音響機器は、
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車載音響機器の送信手段から送信された前記オーディオ操作信号を受信する受信手段と、
該オーディオ操作信号に応じて携帯音響機器のオーディオ制御を行なう制御手段とを有す
る
請求項１記載の音響機器。
【請求項３】
　

。
【請求項４】
　

。
【請求項５】
　

。
【請求項６】
　

。
【請求項７】
　

。
【請求項８】
　

。
【請求項９】
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前記車載音響機器と前記携帯音響機器の少なくともいずれか一方に、
各機器間で音楽データの送信・受信を行なう通信状態と、各機器間で音楽データの送信・
受信を行なわない非通信状態とを選択する選択手段を有する
請求項１記載の音響機器

前記車載音響機器と携帯音響機器の通信状態を可視的に表示する表示手段を有する
請求項１記載の音響機器

前記車載音響機器の無線通信範囲内に存在する複数の携帯音響装置を各々識別可能とす
る識別手段と、
識別手段で識別された少なくとも１つの携帯音響装置から送信される、音楽データを、前
記車載スピーカから音楽として再生出力する制御手段とを有する
請求項１記載の音響機器

前記車載音響機器は、
複数の携帯音響機器から送信される複数の音楽データを受信する受信手段と、
該複数の音楽データを同時に選択する選択手段とを有し、
選択された複数の音楽データのうち、少なくとも１つの音楽データを車載スピーカから音
楽として再生出力し、他の音楽データを携帯音響機器から音楽として再生出力する制御手
段とを有する
請求項５記載の音響装置

前記識別手段は、通信接続時に各携帯音響機器に個別の識別アドレスを付与するアドレ
ス付与手段と、
該識別アドレスにより、各携帯音響機器の認識を行なう認識手段とからなる
請求項５記載の音響機器

車内で音楽を再生する音楽データ再生方法であって、
乗員が携帯する携帯音響機器を、自動車に設置される車載音響機器と無線通信を介して通
信可能に接続する接続ステップと、
前記携帯音響機器の保有する音楽データの曲名データを車載音響機器に送信する送信ステ
ップと、
送信された該曲名データのみを車載音響機器の記憶手段に記憶する記憶ステップと、
該曲名データで携帯音響機器の保有する音楽データを選択する選択ステップと、
選択ステップで選択された該音楽データを携帯音響機器から受信し、車載スピーカから音
楽として再生出力する再生ステップとを有する
音楽データ再生方法

車内で音楽を再生する音楽データ再生方法であって、
乗員が携帯する複数の携帯音響機器を、自動車に設置される車載音響機器と無線通信を介
して通信可能に接続する接続ステップと、
前記携帯音響機器の保有する音楽データの曲名データを車載音響機器に送信する送信ステ
ップと、
送信された該曲名データのみを車載音響機器の記憶手段に記憶する記憶ステップと、
一方の携帯音響機器が保有する音楽データを曲名データで選択する選択ステップと、



。
【請求項１０】
　

。
【請求項１１】
　

。
【請求項１２】
　

。
【請求項１３】
　

。
【請求項１４】
　

。
【請求項１５】
　

。
【請求項１６】
　

。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、車内で音楽を楽しむことができる音響機器等において、乗員が携帯している
携帯用音響機器の音楽データを、車内で自由に再生出力することができる音響機器等に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、自動車の音響機器が普及して、乗員は車内で様々な音楽を楽しむことができるよ
うになっている。従来の音響機器では、乗員がＣＤ（コンパクトディスク）、ＭＤ（ミニ
ディスク）、カセットテープなどの音楽記憶媒体を装置に装着することにより、音楽記憶
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車載音響機器からの制御信号で、選択された一方の携帯音響機器が保有する音楽データを
、他方の携帯音響機器に送信する送信ステップと、
他方の携帯音響機器から、該音楽データを音楽として再生出力する再生ステップとを有す
る
音楽データ再生方法

前記接続ステップを音響制御初期にのみ行なう、
請求項８又は９記載の音楽データ再生方法

前記接続ステップを音響制御中、所定周期ごとに行なう、
請求項８又は９記載の音楽データ再生方法

前記接続ステップの後に、携帯音響機器に識別アドレスを付与するアドレス付与ステッ
プを有する、
請求項８又は９記載の音楽データ再生方法

車内で音楽を再生する自動車用音響システムにおいて、
乗員が携帯する携帯音響機器と、自動車に設置される車載音響機器とを備え、
前記携帯音響機器と車載音響機器とを無線通信を介して通信可能に接続し、
前記携帯音響機器の保有する音楽データの曲名データを車載音響機器に送信し、
送信された該曲名データのみを車載音響機器の記憶手段に記憶し、
前記携帯音響機器の保有する音楽データを曲名データで選択し、
該選択された携帯音響機器に保有する音楽データを、車載音響機器に送信し、
車載音響機器によって該音楽データを車内で音楽として再生出力する
自動車用音響システム

前記携帯音響機器を車内に複数設定し、
該携帯音響機器同士を無線通信を介して通信可能に接続し、
一方の携帯音響機器の保有する音楽データを曲名データで選択し、
該選択された一方の携帯音響機器が保有する音楽データを、他方の携帯音響機器に送信し
、
他方の携帯音響機器で該音楽データを音楽として再生出力する
請求項１３記載の自動車用音響システム

請求項８、９、１０、１１、又は１２の音楽データ再生方法を実行する為のプログラム
を記憶したプログラム記憶媒体

請求項１３又は１４の自動車用音響システムを実行する為のプログラムを記憶したプロ
グラム記憶媒体



媒体から好きな音楽を再生出力して楽しんでいた。
【０００３】
　しかし、こうした音楽記憶媒体を用いた音響機器で、乗員が新しい音楽を楽しむ場合に
は、別途音楽記録媒体を持ち込む必要があるため、特開平１１－３０９８６号公報等では
、音楽記録媒体を用いずにインターネットの音楽配信サービスを利用して、ディジタル化
された音楽データを、直接音響機器で受信して、車内でその音楽データを楽しむものが提
案されている。
【０００４】
　この音楽配信サービスを利用した音響機器によると、乗員が予め音楽記憶媒体を用意し
ておかなくても、好きなときに好きな音楽を楽しむことができるため、容易に乗員の好み
に応じた音楽を車内で楽しむことができ、快適性を高めることができるといった効果を得
ることができる。
【０００５】
　ところで、最近ではインターネットの発達により、前述のようにインターネットを介し
て音楽配信サービスを用いた音楽供給システムがはじまり、ディジタルデータ化された音
楽データを、メモリカード等の情報記憶媒体にダウンロードして、音楽を楽しむことが行
われている。
【０００６】
　またさらに、最近では、音楽を屋外で楽しめるように各個人が携帯音響機器を携帯する
ことが多くなっており、この携帯音響機器にあっても、情報記憶媒体に記憶した音楽デー
タを用いて音楽を楽しむものが普及しつつある。
【０００７】
【発明の解決しようとする課題】
　ところで、一般に旅行など、自動車で長距離ドライブを行なう場合には、一台の自動車
に複数の乗員が乗り込むことが多いが、これら各乗員がそれぞれ好きな音楽を楽しんで、
長距離ドライブを快適に過ごせることが、自動車にとっては望まれる。
【０００８】
　従来の音楽記憶媒体を用いた音響機器を備える自動車で、こうした要求を満たすために
は、乗員が各自好きな音楽を、その音響機器に対応した音楽記憶媒体に録音するかまたは
購入して、その音楽記憶媒体を車内に持ち込む必要があった。
【０００９】
　前述の特開平１１－３０９８６号公報のように、インターネットの音楽配信サービスを
利用する音響機器では、データ発信局から自由に様々な音楽データを、必要なときに必要
なだけ得ることができるため、乗員は音楽記憶媒体を車内に持ち込まなくても、それぞれ
好きな音楽を自由に楽しむことができた。
【００１０】
　しかし、このインターネットの音楽配信サービスを利用した音響機器では、こうした効
果がある反面、音楽データを車外から電波（無線電話回線等）によって受信するため、所
定の通信時間が必要となり、例えば走行中に電波障害などが生じた場合には、音楽データ
が確実に受信できないという問題があった。
【００１１】
　こうして音楽データの受信が確実に行なえないと、再度、音楽データの受信を行なう必
要があるため、音楽配信サービスを利用した音響機器でも、使い勝手の点において依然と
して満足できるものではなかった。
【００１２】
　さらに、音楽配信サービスから音楽データをダウンロードすると、通信費等の費用も掛
かり、コストの点からも問題があった。
【００１３】
　よって、こうした音楽配信サービスを用いることなく、確実且つ安価に各乗員が好きな
音楽を楽しむ方法として、次に、携帯音響機器の保有する音楽データを用いることが考え
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られる。なぜなら、乗員が携帯している携帯音響機器には、それぞれの乗員が気に入った
音楽データが予め保有されており、この音楽データを用いることにより、乗員の好きな音
楽を確実に車内で楽しめるからである。
【００１４】
　しかしながら、携帯音響機器は、各機種ごとに形状、形態が異なり、有線接続ポートや
情報記憶媒体の形状が異なるため、携帯音響機器を、予め車内に設けた据付台に設置して
車載音響機器に有線接続したり、または情報記憶媒体の差し換えを行なって、全機種の携
帯音響機器の音楽データを車載音響機器に取込むことは困難であった。
【００１５】
　また仮に、全機種の携帯音響機器の有線接続ポートや情報記憶媒体が規格化され、同一
形状、形態になったとしても、乗員には据付台への設置作業や情報記憶媒体の差し換え作
業が依然として必要となり、手間が掛かるといった問題が生じる可能性があった。
【００１６】
　本発明は、以上のような問題点に鑑み発明されたもので、例えば複数の乗員が自動車に
乗り込んだ際にも、音楽データをインターネットからダウンロードすることなく、各乗員
がそれぞれ好きな音楽を車内で楽しむことができるように、乗員が携帯している携帯用音
響機器の音楽データを、容易且つ確実に、車内で再生出力することができる音響機器を提
供することを主な目的とする。
　また、車載音響機器の記憶手段についても、大容量の記憶容量を必要としない音響機器
を提供することを目的とする。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため本発明は以下のように構成される。
　請求項１記載の発明は、車内で音楽を再生する音響機器において、乗員が携帯する携帯
音響機器と、自動車に設置される車載音響機器とを備え、前記携帯音響機器は、音楽デー
タを保有する音楽データ保有手段と、少なくとも無線通信を介して該音楽データの曲名デ
ータを送信する送信手段とを有し、前記車載音響機器は、携帯音響機器から無線通信を介
して送信される前記曲名データを受信する受信手段と、受信手段で受信した該曲名データ
のみを記憶する記憶手段と、該曲名データによって、携帯音響機器から送信される音楽デ
ータを選択する選択手段と、選択手段で選択した該音楽データを携帯音響機器から受信し
て、音楽として車内で再生出力する車載スピーカとを有するものである。
【００１８】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の音響機器において、前記車載音響機器は、乗員
がオーディオ操作を入力するオーディオ操作スイッチと、該オーディオ操作スイッチから
出力されるオーディオ操作信号を携帯音響機器へ無線通信を介して送信する送信手段とを
有し、前記携帯音響機器は、車載音響機器の送信手段から送信された前記オーディオ操作
信号を受信する受信手段と、該オーディオ操作信号に応じて携帯音響機器のオーディオ制
御を行なう制御手段とを有するものである。
【００１９】
　請求項 記載の発明は、請求項１記載の音響機器において、前記車載音響機器と前記携
帯音響機器の少なくともいずれか一方に、各機器間で音楽データの送信・受信を行なう通
信状態と、各機器間で音楽データの送信・受信を行なわない非通信状態とを選択する選択
手段を有するものである。
【００２０】
　請求項 記載の発明は、請求項１記載の音響機器において、前記車載音響機器と携帯音
響機器の通信状態を可視的に表示する表示手段を有するものである。
【００２１】
　請求項 記載の発明は、請求項１記載の音響機器において、前記車載音響機器の無線通
信範囲内に存在する複数の携帯音響装置を各々識別可能とする識別手段と、識別手段で識
別された少なくとも１つの携帯音響装置から送信される音楽データを、前記車載スピーカ
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から音楽として再生出力する制御手段とを有するものである。
【００２２】
　請求項 記載の発明は、請求項 記載の音響機器において、前記車載音響機器は、複数
の携帯音響機器から送信される複数の音楽データを受信する受信手段と、該複数の音楽デ
ータを同時に選択する選択手段とを有し、選択された複数の音楽データのうち、少なくと
も１つの音楽データを車載スピーカから音楽として再生出力し、他の音楽データを携帯音
響機器から音楽として再生出力する制御手段とを有するものである。
【００２３】
　請求項 記載の発明は、請求項 記載の音響機器において、前記識別手段は、通信接続
時に各携帯音響機器に個別の識別アドレスを付与するアドレス付与手段と、該識別アドレ
スにより、各携帯音響機器の認識を行なう認識手段とからなるものである。
【００２４】
　請求項 記載の発明は、車内で音楽を再生する音楽データ再生方法であって、乗員が携
帯する携帯音響機器を、自動車に設置される車載音響機器と無線通信を介して通信可能に
接続する接続ステップと、前記携帯音響機器の保有する音楽データの曲名データを車載音
響機器に送信する送信ステップと、送信された該曲名データのみを車載音響機器の記憶手
段に記憶する記憶ステップと、該曲名データで携帯音響機器の保有する音楽データを選択
する選択ステップと、選択ステップで選択された該音楽データを携帯音響機器から受信し
、車載スピーカから音楽として再生出力する再生ステップとを有する音楽データ再生方法
である。
【００２５】
　請求項 記載の発明は、車内で音楽を再生する音楽データ再生方法であって、乗員が携
帯する複数の携帯音響機器を、自動車に設置される車載音響機器と無線通信を介して通信
可能に接続する接続ステップと、前記携帯音響機器の保有する音楽データの曲名データを
車載音響機器に送信する送信ステップと、送信された該曲名データのみを車載音響機器の
記憶手段に記憶する記憶ステップと、一方の携帯音響機器が保有する音楽データを曲名デ
ータで選択する選択ステップと、車載音響機器からの制御信号で、選択された一方の携帯
音響機器が保有する音楽データを、他方の携帯音響機器に送信する送信ステップと、他方
の携帯音響機器から、該音楽データを音楽として再生出力する再生ステップとを有する音
楽データ再生方法である。
【００２６】
　請求項 記載の発明は、請求項 又は 記載の音楽データ再生方法において、前記接
続ステップを音響制御初期にのみ行なう方法である。
【００２７】
　請求項 記載の発明は、請求項 又は 記載の音楽データ再生方法において、前記接
続ステップを音響制御中、所定周期ごとに行なう方法である。
【００２８】
　請求項 記載の発明は、請求項 又は 記載の音楽データ再生方法において、前記接
続ステップの後に、携帯音響機器に識別アドレスを付与するアドレス付与ステップを有す
る方法である。
【００２９】
　請求項 記載の発明は、車内で音楽を再生する自動車用音響システムにおいて、乗員
が携帯する携帯音響機器と、自動車に設置される車載音響機器とを備え、前記携帯音響機
器と車載音響機器とを無線通信を介して通信可能に接続し、前記携帯音響機器の保有する
音楽データの曲名データを車載音響機器に送信し、送信された該曲名データのみを車載音
響機器の記憶手段に記憶し、前記携帯音響機器の保有する音楽データを曲名データで選択
し、該選択された携帯音響機器に保有する音楽データを、車載音響機器に送信し、車載音
響機器によって該音楽データを車内で音楽として再生出力する自動車用音響システムであ
る。
【００３０】
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　請求項 記載の発明は、請求項 記載の自動車用音響システムにおいて、前記携帯
音響機器を車内に複数設定し、該携帯音響機器同士を無線通信を介して通信可能に接続し
、一方の携帯音響機器が保有する音楽データを曲名データで選択し、該選択された一方の
携帯音響機器が保有する音楽データを、他方の携帯音響機器に送信し、他方の携帯音響機
器で該音楽データを音楽として再生出力する自動車用音響システムである。
【００３１】
　請求項 記載の発明は、請求項 又は の音楽データ再生方法
を実行する為のプログラムを記憶したプログラム記憶媒体である。
【００３２】
　請求項 記載の発明は、請求項 又は の自動車用音響システムを実行する為の
プログラムを記憶したプログラム記憶媒体である。
【００３３】
【作用及び効果】
　請求項１記載の音響機器によれば、乗員が携帯する携帯音響機器と、自動車に設置され
る車載音響機器とを備え、携帯音響機器に保有する音楽データの曲名データを、少なくと
も無線通信を介して車載音響機器に送信して、その音楽データの曲名データから、車載音
響機器の選択手段で携帯音響機器から送信する音楽データを選択し、その選択された音楽
データを無線通信を介して携帯音響機器から受信し、車載スピーカで音楽として車内で再
生出力することにより、乗員が携帯音響機器を据付台へ設置するなど手間をかけることな
く、確実に且つ容易に、無線通信を介して携帯音響機器の保有する音楽データを車載スピ
ーカから再生出力することができる。
【００３４】
　よって、インターネットから音楽データをダウンロードすることなく、好みの音楽を、
乗員の携帯する携帯音響機器の音楽データを使用して楽しむことができ、操作性や利便性
を高めることができ、コスト削減も図ることができる。
【００３５】
　特に、音楽データの曲名データだけを記憶手段に記憶するため、車載音響機器の記憶手
段に大容量の音楽データを記憶する必要はなく、車載音響機器の記憶手段の記憶容量を少
なく設定することができる。
【００３６】
　請求項２記載の音響機器によれば、車載音響機器のオーディオ操作スイッチで入力され
たオーディオ操作信号を、携帯音響機器へ無線通信を介して送信し、携帯音響機器は、制
御手段でそのオーディオ操作信号に応じたオーディオ制御を行なうことにより、乗員がオ
ーディオ操作を車載音響機器のオーディオ操作スイッチで行なうことで、携帯音響機器の
オーディオ操作を行なうことができる。
【００３７】
　よって、音楽データが携帯音響機器に保有された状態でも、車載音響機器から直接、携
帯音響機器の音楽データのオーディオ操作を行なうことができる。
【００３８】
　請求項 記載の音響機器によれば、選択手段で、各機器間で音楽データの送信・受信を
行なう通信状態と、各機器間で音楽データの送信・受信を行なわない非通信状態とを選択
することにより、携帯音響機器の車内での使用形態を乗員の操作によって自由に選択する
ことができる。
【００３９】
　請求項 記載の音響機器によれば、表示手段で、車載音響機器と携帯音響機器の通信接
続状態を可視的に表示することにより、物理的に目視できない無線通信の接続状態を、乗
員が目視できるため、確実に車載音響機器と携帯音響機器の接続状態を判断できる。
【００４０】
　請求項 記載の音響機器によれば、識別手段で車載音響機器の無線通信範囲内に存在す
る複数の携帯音響装置を各々識別可能とし、少なくとも識別された１つの携帯音響装置か
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ら送信される音楽データを、制御手段で車載スピーカから音楽として再生出力することに
より、複数の携帯音響機器を車内で車載音響機器に接続した際に、確実に、どの携帯音響
機器の音楽データかを識別したうえで、再生出力することができる。
【００４１】
　請求項 記載の音響機器によれば、受信手段で複数の携帯音響機器から送信される複数
の音楽データを受信し、選択手段で該複数の音楽データを同時に選択し、制御手段で選択
された複数の音楽データのうち、少なくとも１つの音楽データを車載スピーカから音楽と
して再生出力し、他の音楽データを携帯音響機器から音楽として再生出力することにより
、複数の携帯音響機器を車内で接続した状態で、同時に異なった音楽データを車載スピー
カと携帯音響機器とで楽しむことができる。
【００４２】
　請求項 記載の音響機器によれば、アドレス付与手段で各携帯音響機器に個別の識別ア
ドレスを付与し、認識手段で各携帯音響機器の認識を行なうことにより、車載音響機器に
よる各携帯音響機器の識別がより確実に行われ、音響制御をより確実に行なうことができ
る。
【００４３】
　請求項 記載の音楽データ再生方法によれば、接続ステップで携帯音響機器を、車載音
響機器と無線通信を介して通信可能に接続し、送信ステップで携帯音響機器の保有する音
楽データの曲名データを車載音響機器に送信し、記憶ステップで送信された該曲名データ
のみを車載音響機器の記憶手段に記憶し、選択ステップで該曲名データにより携帯音響機
器の保有する音楽データを選択し、再生ステップで選択された該音楽データを携帯音響機
器から受信し、車載スピーカから音楽として再生出力することにより、乗員が携帯音響機
器を据付台へ設置するなど手間をかけることなく、確実に且つ容易に、無線通信を介して
携帯音響機器の保有する音楽データを車載スピーカから再生出力することができる。
【００４４】
　よって、インターネットから音楽データをダウンロードすることなく、好みの音楽を、
乗員の携帯する携帯音響機器の音楽データを使用して楽しむことができ、操作性や利便性
を高めることができ、コスト削減も図ることができる。
【００４５】
　特に、音楽データの曲名データだけを記憶手段に記憶するため、車載音響機器の記憶手
段には大容量の音楽データを記憶させる必要はなく、車載音響機器の記憶手段の記憶容量
を少なく設定することができる。
【００４６】
　請求項 記載の音楽データ再生方法によれば、接続ステップで複数の携帯音響機器を、
車載音響機器と無線通信を介して通信可能に接続し、送信ステップで携帯音響機器の保有
する音楽データの曲名データを車載音響機器に送信し、記憶ステップで、送信された曲名
データのみを車載音響機器の記憶手段に記憶し、選択ステップで一方の携帯音響機器が保
有する音楽データを曲名データで選択し、送信ステップで車載音響機器からの制御信号で
、選択された一方の携帯音響機器が保有する音楽データを、他方の携帯音響機器に送信し
、再生ステップで他方の携帯音響機器から、該音楽データを音楽として再生出力すること
により、他人の携帯音響機器の保有する音楽データを自己の携帯音響機器で楽しむことが
できる。
【００４７】
　請求項 記載の音楽データ再生方法によれば、接続ステップを音響制御初期にのみ行
なうことにより、自動車走行時など、音響制御中に他の携帯音響機器が車載音響機器の通
信可能範囲に存在したとしても、誤接続する恐れをなくすことができ、制御が混乱するこ
とを防止できる。
【００４８】
　請求項 記載の音楽データ再生方法によれば、接続ステップを音響制御中、所定周期
ごとに行なうことにより、制御中に新しい携帯音響機器を接続する場合に、いちいち接続
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作業を行なわなくても、自動的に接続することができる。
【００４９】
　請求項 記載の音楽データ再生方法によれば、接続ステップの後に、携帯音響機器に
識別アドレスを付与するアドレス付与ステップを設定したことにより、確実に携帯音響機
器の接続をした後に、識別アドレスを付与するため、識別アドレスが確実に携帯音響機器
に付与できる。
【００５０】
　請求項 記載の自動車用音響システムによれば、携帯音響機器と車載音響機器とを無
線通信を介して通信可能に接続し、携帯音響機器の保有する音楽データの曲名データを車
載音響機器に送信し、送信された該曲名データのみを車載音響機器の記憶手段に記憶し、
携帯音響機器の保有する音楽データを曲名データで選択し、その選択された携帯音響機器
に保有する音楽データを、車載音響機器に送信し、車載音響機器によって該音楽データを
車内で音楽として再生出力することにより、乗員が携帯音響機器を据付台へ設置するなど
の手間をかけることなく、確実に且つ容易に、無線通信を介して携帯音響機器の保有する
音楽データを車載スピーカから再生出力することができる。
【００５１】
　よって、インターネットから音楽データをダウンロードすることなく、好みの音楽を、
乗員の携帯する携帯音響機器の音楽データを使用して楽しむことができ、操作性や利便性
を高めることができ、コスト削減も図ることができる。
【００５２】
　特に、音楽データを曲名データで選択するため、車載音響機器の記憶手段には大容量の
音楽データを記憶させる必要はなく、車載音響機器の記憶手段の記憶容量を少なく設定す
ることができる。
【００５３】
　請求項 記載の自動車用音響システムによれば、携帯音響機器を車内に複数設定し、
該携帯音響機器同士を無線通信を介して通信可能に接続し、一方の携帯音響機器が保有す
る音楽データを曲名データで選択し、該選択された一方の携帯音響機器が保有する音楽デ
ータを他方の携帯音響機器に送信し、他方の携帯音響機器で該音楽データを音楽として再
生出力することにより、他人の携帯音響機器の保有する音楽データを自己の携帯音響機器
で楽しむことができる。
【００５４】
　請求項 記載の発明によれば、請求項 又は の音楽データ再生
方法を実行する為のプログラムを、記憶媒体として提供することができる。
【００５５】
　請求項 記載の発明によれば、請求項 の自動車用音響システムを実行する
為のプログラムを、記憶媒体として提供することができる。
【００５６】
【実施例】
　本発明の実施例を以下図面に基づいて詳細に説明する。
　図１は本発明の採用した自動車の概略平面図である。本実施例の自動車用音響装置は、
図１に示すように、車両１に設置される車載音響機器１００と、乗員が各自携帯して車内
に持ち込む携帯音響機器２００ａ、２００ｂとを備えて構成される。
【００５７】
　車載音響機器１００は、オーディオ機能のほか、ナビゲーション機能、インターネット
通信機能等の機能を備え、多様な情報処理を行なうように構成されている。
【００５８】
　車両１中央のインパネ近傍には、音響装置全体のシステム制御を行なう集中制御ユニッ
ト２０が設置され、この集中制御ユニット２０は以下に述べる各種機器と接続されている
。
（ナビゲーション機能）
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　ナビゲーション機能は、車両１に設置された自車の現在位置を検出するＧＳＰアンテナ
２１、ナビゲーション制御を行なうナビゲーションコントローラ２２、ＤＶＤ－ＲＯＭか
ら記憶された道路地図情報等を読取るＤＶＤ－ＲＯＭチェンジャー２３、ナビゲーション
情報を表示し、乗員の操作信号を入力するディスプレイ２４、ナビゲーション情報を音声
出力する音声ガイドスピーカ２５等の機器により構成され、これら各機器はそれぞれ集中
制御ユニット２０に接続されている。
【００５９】
　ナビゲーション機能は、従来のナビゲーション装置と同様に、自車の現在位置を検出し
、道路情報や交通情報を乗員に与え、自動車の経路誘導を行なうといった機能を備えてい
る。
（インターネット通信機能）
　インターネット通信機能は、インターネットに無線電話回線で接続する電話アンテナ２
６、インターネット情報の送受信を行なう携帯電話２７、インターネットで受信した情報
を表示すると共に、乗員の操作信号を入力するディスプレイ２４、インターネットで受信
した情報を音声情報として出力する車載スピーカ２８等の機器により構成され、これら各
機器もそれぞれ集中制御ユニット２０に接続されている。
【００６０】
　なお、本実施例では、携帯電話２７でインターネット情報の送受信を行なっているが、
車載音響機器１００本体に携帯電話２７とは別にインターネット専用の送受信部を設定し
てもよい。
【００６１】
　インターネット通信機能は、乗員の要求する様々な情報を、インターネットを介して車
載音響機器で受信し、また電子メール等で車内から情報を外部に送信するといった機能を
備えている。
（オーディオ機能）
　オーディオ機能は、オーディオシステムの全体のシステム制御を行なうオーディオ制御
ユニット３０、ＣＤの音楽データを読取るＣＤドライブ３１、ＭＤの音楽データを読取る
ＭＤドライブ３２、メモリカードの音楽データを読取るメモリドライブ３３、車内で音楽
を再生出力する車載スピーカ２８、車内の複数の携帯音響機器２００ａ、２００ｂと無線
通信を行なう車内中央に設けられた車内無線アンテナ３４、携帯音響機器２００ａ、２０
０ｂと音楽データの送受信を行なう無線送受信機３５等の機器により構成され、これら各
機器はそれぞれ集中制御ユニット２０に接続されている。
【００６２】
　このオーディオ機能は、従来のオーディオ装置と同様にＣＤ、ＭＤ、メモリカードのデ
ィジタルデータ化された音楽データを車載スピーカから音楽として再生出力する機能を備
え、またＡＭ／ＦＭチューナー（図示せず）でＡＭ／ＦＭ電波を受信して、ＡＭ／ＦＭ放
送を車載スピーカ２８から出力する機能も備えている。
【００６３】
　またさらに、インターネットの音楽配信サービスを利用して、ディジタル音楽データを
受信し、車載スピーカ２８から音楽として再生出力する機能も備えている。
【００６４】
　本音響装置のオーディオ機能は、さらに車内に持ち込まれた複数の携帯音響機器２００
ａ、２００ｂと車内無線通信によって通信可能とされ、携帯音響機器２００ａ、２００ｂ
の保有する音楽データを受信して、車内の車載スピーカ２８から再生出力する機能も備え
ている。
【００６５】
　なお、これら各機器が接続された集中制御ユニット２０は、車載ＬＡＮユニット４０に
接続され、他の車両制御装置と情報通信を行なうように構成されている。
【００６６】
　次に本音響装置の制御システム及び無線通信システムについて、図２に示すシステムブ
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ロック図により説明する。
【００６７】
　左側が車載音響機器１００のシステムブロックで、右側が携帯音響機器２００ａのシス
テムブロックである。図面では、便宜上１つの携帯音響機器のシステムブロックだけを詳
細に図示しているが、他の携帯音響機器のシステムも同様に構成されている。
【００６８】
　車載音響機器１００にはＣＰＵ１０１が設けられ、このＣＰＵ１０１は車載音響機器１
００のシステム制御を行なう。ＣＰＵ１０１には、音楽ソース１０２が接続され、音楽ソ
ース１０２は、音楽データを記憶した記憶媒体（ＣＤ、ＭＤ、メモリカード）や、外部か
ら受信した音楽データを記憶する情報記憶手段（半導体メモリ）によって構成され、車載
音響機器の音楽データを保有する。
【００６９】
　またＣＰＵ１０１には、アンプ１０３が接続されており、アンプ１０３は音楽データ等
の音楽情報信号を増幅変換して車載スピーカ２８から音楽データを音楽として再生出力す
るように構成されている。
【００７０】
　さらに、車載音響機器１００のＣＰＵ１０１には、ディスプレイ２４が接続され、ディ
スプレイ２４では車載音響機器の制御内容や音楽ソースの曲名データ等が表示される。ま
たＣＰＵ１０１には、車外音楽ソース受信回路１０４が接続され、車外音楽ソース受信回
路１０４は車外アンテナ１０５（電話アンテナ２６等）を介してインターネットからの情
報や、ＡＭ、ＦＭ電波を受信している。
【００７１】
　またＣＰＵ１０１には、操作系インターフェイス１０６を介して、ボリューム、セレク
トスイッチ、再生ボタン、停止ボタン、早送りボタン、巻き戻しボタン等のオーディオ操
作スイッチ１０７と、十字カーソルボタン、決定ボタンの選択・決定スイッチ１０８と、
出力切換ボタン１０９が接続されている。
【００７２】
　またＣＰＵ１０１には、送受信モジュール１１０が接続され、送受信モジュール１１０
は、車内に持ち込まれた携帯音響機器２００ａ、２００ｂと車内無線アンテナ３４を介し
て、車内無線通信を行なっている。
【００７３】
　携帯音響機器２００ａは、機器本体２０１ａとヘッドホン２０２ｂで構成されている。
【００７４】
　この機器本体２０１ａには、携帯音響機器２００ａのシステム制御を行なうＣＰＵ２０
３が設けられ、このＣＰＵ２０３にも、音楽ソース２０４、送受信モジュール２０５、デ
ィスプレイ２０６、さらに操作系インターフェイス２０７を介して、ボリューム、セレク
トスイッチ、再生ボタン、停止ボタン、早送りボタン、巻き戻しボタン等の操作スイッチ
２０８と内外切換スイッチ２０９が接続されている。
【００７５】
　携帯音響機器のヘッドホン２０２ａにも、無線通信用の送受信モジュール２１０が設け
られ、携帯音響機器の機器本体２００ａから送信される音楽データを無線通信を介して受
信し、各乗員が個人的に音楽を楽しめるように設定されている。
【００７６】
　なお、携帯音響機器の数は、本実施例では２つしか設定していないが、さらに仮想線で
示すように、乗員数等に応じて追加設定することもできる。
【００７７】
　これら車載音響機器１００と各携帯音響機器２００ａ、２００ｂは、各機器間で車内無
線通信を介して音楽データ等の送受信を行なう。この車内無線通信の通信方式は、車内で
それぞれの機器が認識、認証し合い、それぞれの機器間でデータ通信が行なえる近距離デ
ータ通信方式を採用する。
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【００７８】
　近距離データ通信方式には、スペクトラム拡散技術を応用した電波通信や光通信、赤外
線通信等の通信方式があるが、本実施例では指向性の少ない電波通信を採用している。た
だし、通信接続状態で、車載音楽機器がマスタ、携帯音楽機器がスレーブとなるネットワ
ークを構成できれば、その他の通信方式を採用してもよい。
【００７９】
　また、送受信される音楽データは、あらゆる機種に対応でき、また短時間で送受信され
ることが望まれるため、ファイルデータで圧縮処理されたデータに変換されて送受信され
ることが望ましい。
【００８０】
　このようにして、車内無線通信によって車載音響機器１００と各携帯音響機器２００を
接続し、ネットワークを構成することにより、各機器が音楽データの送受信を行なうこと
ができ、車載音響機器１００によって各携帯音響機器２００を制御すること等が可能とな
る。
【００８１】
　図３はインパネ中央に設置される車載音響機器１００の操作パネル面５０の正面図であ
る。上部が音響機器装置の操作パネル５１で、下部が空調関係の操作パネル５２である。
ここでは、特に音響装置関係の操作パネル５１について説明する。
【００８２】
　まず、操作パネル面５０の上端部にはＡＭ／ＦＭ、ＣＤ等の音楽ソースを選択する選択
スイッチ５３が設けられており、この選択スイッチ５３の選択に応じて車載スピーカ２８
から出力される音楽ソースが決定される。
【００８３】
　選択スイッチ５３の下には液晶表示パネル５４が設けられている。液晶表示パネル５４
には、空調装置の設定温度や車内温度、または車載音響機器の音楽情報などが表示される
。
【００８４】
　液晶表示パネル５４の下には、ＣＤ、ＭＤ、メモリカードのスロット開口部５５、５６
、５７が設けられている。これらスロット開口部５５、５６、５７にＣＤ、ＭＤ、メモリ
カードの各記憶媒体を差込むことにより、車載音響機器１００に音楽ソースの音楽データ
を取込むことができる。
【００８５】
　スロット開口部の左側には、ディスプレイ画面を切り換える画面切換スイッチ５８が設
けられている。一番上にはディスプレイ画面をナビゲーション画面に切り換えるナビスイ
ッチ５８ａ、中央にはディスプレイ画面をオーディオ画面に切り換えるオーディオスイッ
チ５８ｂ、一番下にはディスプレイ画面を車内無線通信のオーディオトップメニュー画面
に切り換えるオーディオトップスイッチ５８ｃが設けられている。
【００８６】
　車載音響機器１００のディスプレイ２４は、乗員が認識し易い運転席近傍のインパネに
設定され（図示せず）、音響装置の各種情報等、オーディオ画面を表示するように構成さ
れている。なお、前記した液晶表示パネル５４を車載音響機器１００のディスプレイ２４
として兼用してもよい。
【００８７】
　スロット開口部の右側には、ディスプレイ画面上のカーソルを移動させ、所定項目を決
定する十字カーソル・決定ボタン１０８が設けられている。
【００８８】
　スロット開口部の下には、乗員が再生、停止、音量等のオーディオ操作信号を入力する
オーディオ操作スイッチ１０７が設けられている。左からパワーボリュームスイッチ、ス
キップスイッチ等々のオーディオ操作スイッチ１０７が設けられている。右端には、これ
らオーディオ操作スイッチ１０７から出力されるオーディオ操作信号の出力先を車載音響
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機器と携帯音響機器とに切り換える出力切換スイッチ１０９が設けられている。
【００８９】
　次に、図４～図１２により、本音響装置の作動及び操作方法について説明する。
　まず、初めに図４に示す車載音響機器の操作制御フローにより車載音響機器１００の作
動について説明する。
【００９０】
　初めに、車載音響機器１００の電源ＯＮか判定し（Ｓ１０）、ＮＯ判定の場合はリター
ンへ移行し、ＹＥＳ判定の場合には外部音楽ソース（各携帯音響機器２００）が再生かの
判定を行なう（Ｓ１１）。
【００９１】
　外部音楽ソース２００ａ、２００ｂが再生かの判定でＮＯ判定の場合には、通常のオー
ディオ装置と同様に車載音響機器の音楽ソース１０２（ＣＤ、ＭＤ、メモリカード等）の
音楽データを車載スピーカ２８からそのまま再生出力する（Ｓ１２）。一方、ＹＥＳ判定
の場合には、車内に持ち込まれた外部音楽ソース（携帯音響機器の機器本体２０１ａ、２
０１ｂ）と外部スピーカ（携帯音響機器のヘッドホン２０２ａ、２０２ｂ）を検索して、
車内無線通信で車載音響機器１００に接続する（Ｓ１３）。
【００９２】
　検索接続操作は、乗員が車載音響機器の操作パネル５１でオーディオトップスイッチ５
８ｃを操作して、図５に示す『ＡＵＤＩＯ　ＴＯＰ　ＭＥＮＵ』画面をディスプレイ画面
に表示させ、十字カーソル・決定ボタン１０８で「外部音楽ソース・外部スピーカ検索受
信」Ｄ１を選択・決定して行なう。
【００９３】
　乗員が「外部音楽ソース・外部スピーカ検索受信」Ｄ２を選択・決定すると、ディスプ
レイ画面は、図６に示す『受信ＭＥＮＵ』画面に切り替わり、それと同時に車載音響機器
１００の車内無線アンテナ３４から検索電波が発信され、車内に存在する携帯音響機器の
機器本体２０１ａ、２０１ｂとヘッドホン２０２ａ、２０２ｂを検索接続する。
【００９４】
　この時、車内無線アンテナ３４は車内中央に設置されているため、検索電波を車内で均
一に発信することができ、車内に存在する携帯音響機器の検索が均等に行なえる。また、
たまたま車外近傍に乗員以外の携帯音響機器が存在したとしても、誤検索する恐れを少な
くすることができる。
【００９５】
　所定の検索時間中に、携帯音響機器２００ａ、２００ｂが検索接続されると、車載音響
機器１００と複数の携帯音響機器２００ａ、２００ｂは互いに識別アドレスを付与し合い
、車内無線通信でネットワークを構成する。ネットワークが構成されると『受信ＭＥＮＵ
』画面は、図６に示す表示状態になる。
【００９６】
　例えば、車載音響機器１００が車内で２つの携帯音響装置２００ａ、２００ｂを検索認
識すると、各機器は、車載音響機器１００をマスタ、１つの携帯音響機器２００ａを外部
プレイヤーＡ、もう１つの携帯音響機器２００ｂを外部プレイヤーＢとして識別し合い、
『受信ＭＥＮＵ』画面では、車載音響機器をＭ、各携帯音響機器をＰＡ、ＰＢとして、接
続状況Ｄ２１に簡略表示される。なお、『受信ＭＥＮＵ』画面には、接続された各機器の
音楽データの曲名データ等も同時にリスト状Ｄ２２に表示される。
【００９７】
　各機器が車内無線通信でネットワークを構成すると、乗員は十字カーソル・決定ボタン
１０８を操作して『受信ＭＥＮＵ』画面で「確定」Ｄ２３を選択・決定し、検索接続操作
を終了する。
【００９８】
　しかし、検索接続が不十分であると判断した場合には、乗員は、再度十字カーソル・決
定ボタン１０８で「検索」Ｄ２４を選択・決定し、検索接続を行なう。こうして各機器が
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確実に接続されて、ネットワークを構成できるように設定される。
【００９９】
　なお、携帯音響機器の数が変化した場合、その都度検索接続する必要があるが、乗員が
『受信ＭＥＮＵ』画面で「更新」Ｄ２５を選択・決定しておけば、車載音響機器１００が
自動的に所定周期で検索接続を繰り返すように設定しておくこともできる。
【０１００】
　外部音楽ソース（携帯音響機器の機器本体）、外部スピーカ（ヘッドホン）を検索接続
した（Ｓ１３）後に、『ＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ』画面で音楽ソース・出力ポートを決定す
る（Ｓ１４）。
【０１０１】
　音楽ソース・出力ポート決定操作は、乗員が『ＡＵＤＩＯ　ＴＯＰ　ＭＥＮＵ』画面で
十字カーソル・決定ボタン１０８を操作して「音楽の再生、出力先の決定」Ｄ１を選択・
決定し、ディスプレイ画面に図７に示す『ＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ』画面を表示させて行な
う。
【０１０２】
　音楽ソース・出力ポート決定操作を説明すると、例えば、乗員が、外部プレイヤーＡと
して識別された携帯音響機器２００ａの２曲目の音楽を車載スピーカ２８で楽しみたいと
考えた場合、乗員は、『ＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ』画面の「ソース」選択エリアＤ１１で「
外部プレイヤーＡ」Ｄ１１ａを選択・決定する。すると左側に外部プレイヤーＡの携帯音
響機器２００ａの音楽データリストＤ１２が表示される。この音楽データリストＤ１２に
は、曲名やアーティスト名、データ容量等が表示され、その携帯音響機器２００ａが保有
する音楽データの内容が表示される。
【０１０３】
　乗員は、この表示された音楽データリストＤ１２で十字カーソル・決定ボタン１０８を
操作して、「２曲目」Ｄ１２ａを選択・決定する。そして、「出力先」選択エリアＤ１３
で「車載ＳＰ」Ｄ１３ａを選択・決定する（図７の選択・決定内容）。
【０１０４】
　また、外部プレイヤーＡの携帯音響機器２００ａを携帯する乗員が、個人的に他の乗員
が携帯する外部プレイヤーＢの携帯音響機器２００ｂの音楽データの全曲を、自分のヘッ
ドホンで楽しみたいと考えた場合、乗員は『ＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ』画面の「ソース」選
択エリアＤ１１で「外部プレイヤーＢ」Ｄ１１ｂを選択・決定し、外部プレイヤーＢの携
帯音響機器２００ｂの音楽データリストを表示させ（図示せず）、再度「ソース」選択エ
リアＤ１１で「外部プレイヤーＢ」Ｄ１１ｂを選択・決定する。こうして外部プレイヤー
Ｂの携帯音響機器２００ｂの全曲を選択して、次に「出力先」選択エリアＤ１３で「外部
プレイヤーＡ」Ｄ１３ｂを選択・決定する。
【０１０５】
　こうして、乗員は、さらに１人の乗員の要望に応じた音楽ソース、出力ポート決定操作
も行ない、音楽ソース・出力ポート決定操作を終了する。
　以上のようにして、各乗員の要望に応じた音楽ソース・出力ポート決定操作が行なわれ
る。
【０１０６】
　『ＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ』画面で音楽ソース・出力ポートを決定した後、選択された音
楽ソースが車載ソース（車載音響機器１００の音楽ソース）のみかを判定する（Ｓ１５）
。
【０１０７】
　ＹＥＳ判定の場合、次に、出力先が車載スピーカ２８のみかを判定する（Ｓ１６）。一
方、ＮＯ判定の場合には、外部音楽ソース（携帯音響機器２００ａ，２００ｂ）から選択
された音楽の音楽データを受信し、その音楽データを車載音響機器１００の半導体メモリ
等の情報記憶手段（図示せず）に記憶して（Ｓ１７）、出力先が車載スピーカ２８のみか
を判定（Ｓ１６）する。
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【０１０８】
　すなわち、「ソース」選択エリアＤ１１で外部音楽ソース（携帯音響機器２００ａ，２
００ｂ）が選択された場合には、携帯音響機器２００ａ，２００ｂから送信される音楽デ
ータを、車載音響機器１００で受信した後、一旦情報記憶手段で記憶して、改めて再生出
力時に情報記憶手段から取出すといった処理が行われる。
【０１０９】
　よって、前述のような選択が行われた場合には、外部プレイヤーＡの携帯音響装置２０
０ａから２曲目の音楽データが送信され、その音楽データを車載音響機器１００で受信し
て、車載音響機器１００の情報記憶手段に一旦記憶し、再生出力時に携帯音響装置２００
ａの２曲目の音楽データが車載音響機器１００の情報記憶手段から取出される。
【０１１０】
　なお、連続して外部音楽ソース（携帯音響機器２００ａ，２００ｂ）の音楽が選択され
ている場合には、前回受信した音楽データを車載スピーカで再生出力している途中に、次
の音楽データの送信を受けて、車載音響機器１００の情報記憶手段に記憶するように、繰
り返し制御される。
【０１１１】
　次に、選択された出力先が車載スピーカ２８のみかを判定し（Ｓ１６）、ＹＥＳ判定の
場合には、選択された音楽が車載スピーカ２８から再生出力される（Ｓ１８）。一方、Ｎ
Ｏ判定の場合には、さらに出力先が車載スピーカ２８と外部スピーカ（ヘッドホン２０２
ａ、２０２ｂ）かを判定する（Ｓ１９）。
【０１１２】
　ここで、ＹＥＳ判定の場合には、車載スピーカ２８から出力する選択音楽の音楽データ
を車載スピーカ２８から再生出力すると共に、外部スピーカから出力する選択音楽の音楽
データを選択された外部スピーカ（ヘッドホン２０２ａ、２０２ｂ）へ送信する（Ｓ２０
）。
【０１１３】
　よって、音楽データの出力先が車載スピーカと外部プレイヤーＡの２つに選択・決定さ
れた場合には、車載スピーカ２８で外部プレイヤーＡの携帯音響機器２００ａの音楽デー
タが再生出力され、外部プレイヤーＡのヘッドホン２０２ａでは外部プレイヤーＢの携帯
音響機器２００ｂの音楽データが再生出力されるといった、車載スピーカ２８とヘッドホ
ン２０２で別の音楽を同時に楽しめる状態を得ることができる。
【０１１４】
　なお、この場合に、外部プレイヤーＢの携帯音響機器２００ｂの音楽データは、一旦車
載音響機器１００の情報記憶手段に記憶され、外部プレイヤーＡのヘッドホン２０２ａへ
送信されてもよいし、車載音響機器１００を経由せずに、直接、外部プレイヤーＢの携帯
音響機器２００ｂから外部プレイヤーＡのヘッドホン２０２ａへ送信されてもよい。
【０１１５】
　ここで（Ｓ１９）、ＮＯ判定の場合、すなわち出力先が外部スピーカのみの場合には、
選択音楽の音楽データを、選択された外部スピーカ（携帯音響機器のヘッドホン２０２ａ
、２０２ｂ）へ送信する（Ｓ２１）。
【０１１６】
　次に、以上の制御状態で、乗員がオーディオ操作スイッチ１０７を操作して、オーディ
オ操作信号を入力したかを判定する（Ｓ２２）。
【０１１７】
　ＹＥＳ判定の場合には、オーディオ操作信号の出力先を切り換える出力切換スイッチ１
０９に応じて、対応する機器にオーディオ操作信号を出力する（Ｓ２３）。
【０１１８】
　よって、例えば乗員が早送りスイッチで早送り操作した場合に、出力切換スイッチ１０
９で車載音響機器１００が選択されていれば、車載スピーカ２８から再生出力されている
音楽が早送りされ、一方、出力切換スイッチ１０９で外部プレイヤーＡの携帯音響機器２
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００ａが選択されていれば、携帯音響機器のヘッドホン２０２ａから再生出力されている
音楽が早送りされるといった状態が得られる。
【０１１９】
　オーディオ操作信号を入力したかの判定（Ｓ２２）が、ＮＯ判定の場合、すなわち乗員
がオーディオ操作スイッチ１０７を操作していない場合には、そのままリターンへ移行す
る。
　このようにして、車載音響機器の通信制御、オーディオ制御は行なわれる。
【０１２０】
　次に、図８に示す携帯音響機器の操作制御フローにより、携帯音響機器の作動について
説明する。なおここでは、外部プレイヤーＡの携帯音響機器について説明するが、他の携
帯音響機器も同様に行われる。
【０１２１】
　初めに、携帯音響機器２００ａの電源ＯＮか判定し（Ｑ１０）、ＮＯ判定の場合にはリ
ターンへ移行し、ＹＥＳ判定の場合には、携帯音響機器２００ａの内外切換スイッチ２０
９が外部出力状態かの判定へ移行する（Ｑ１１）。
【０１２２】
　外部出力状態かの判定で、ＮＯ判定の場合には、通常の携帯音響機器と同様に、携帯音
響機器の音楽ソース２０４（ＣＤ、ＭＤ、メモリカード等）の音楽データ（以下、内部音
楽データ）をそのままヘッドホン２０２ａから出力再生する（Ｑ１２）。
【０１２３】
　一方、ＹＥＳ判定の場合には、前述の車載音響機器１００の検索接続に対応して、車載
音響機器１００に接続、登録される（Ｑ１３）。こうして携帯音響機器２００ａは、他の
機器（車載音響機器１００、携帯音響機器２００ｂ）と車内無線通信を介してネットワー
クを構成する。
【０１２４】
　車載音響機器１００に接続、登録されると、次に車載音響装置１００に入力された選択
信号により、自己の携帯音響機器２００ａが、出力先かの判断を行なう（Ｑ１４）。
【０１２５】
　そして、ＹＥＳ判断、ＮＯ判断いずれの場合も、外部機器（車載音響機器１００や他の
携帯音響機器２００ｂ）へ内部音楽データの送信要求があるかの判断を行なう（Ｑ１５、
Ｑ１６）。
【０１２６】
　自己の携帯音響機器２００ａが出力先であり、車載音響機器１００や他の携帯音響機器
２００ｂ（以下、外部機器）へ内部音楽データの送信要求があると判断した場合には、内
部音楽データを外部機器へ送信すると共に、外部機器の音楽データ（以下、外部音楽デー
タ）を受信して携帯音響機器のヘッドホン２０２ａから再生出力する（Ｑ１７）。
【０１２７】
　よって、例えば、前述のように『ＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ』画面で音楽ソース・出力ポー
トが選択決定された場合には、外部プレイヤーＡの携帯音響機器２００ａの保有する音楽
データが車載音響装置１００へ送信され、車内でその音楽データを楽しむことができ、そ
れと同時に外部プレイヤーＡのヘッドホン２０２ａでは、外部プレイヤーＢの携帯音響機
器２０２ｂの保有する音楽データを受信して、個人的に楽しむといったことができる。
【０１２８】
　また、自己の携帯音響機器２００ａが出力先であり、外部機器へ内部音楽データの送信
要求がないと判断した場合には、外部音楽データを受信してヘッドホン２０２ａで再生出
力する（Ｑ１８）。
【０１２９】
　よって、この場合には、自己の携帯音響機器２００ａから音楽データを外部機器へ送信
することなく、車載音響機器１００の音楽データや他の携帯音響機器２００ｂの音楽デー
タを受信して、ヘッドホン２０２ａで個人的に楽しむことができる。
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【０１３０】
　また、自己の携帯音響機器２００ａが出力先でなく、外部機器へ内部音楽データの送信
要求があると判断した場合には、内部音楽データを外部機器へ送信する（Ｑ１９）。
【０１３１】
　よって、この場合には、ヘッドホン２０２ａから音楽の再生出力はなく、個人で音楽を
楽しむことはできないが、車載音響装置１００や他の携帯音響機器２００ｂに音楽データ
を送信して、車載スピーカ２８や他の携帯音響機器のヘッドホン２０２ｂで自己の携帯音
響機器２００ａの保有する音楽データを楽しむことができる。
【０１３２】
　また、自己の携帯音響機器２００ａが出力先でなく、また外部機器へ内部音楽データの
送信要求もないと判断した場合には、内部音楽データと外部音楽データの送受信を行なわ
ず、携帯音響機器２００ａは待機状態となる（Ｑ２０）。
【０１３３】
　よって、この場合には、携帯音響機器２００ａはヘッドホン２０２ａからの再生出力も
、外部機器へ音楽データの送信も行わない。
【０１３４】
　次に、以上の制御状態で、乗員が携帯音響機器２００ａのオーディオ操作スイッチ２０
８を操作し、オーディオ操作信号を入力したかを判定する（Ｑ２１）。
【０１３５】
　ＹＥＳ判断の場合には、オーディオ操作信号を対応する音響機器に出力する（Ｑ２２）
。
【０１３６】
　例えば、ヘッドホン２０２ａから再生出力されている音楽データが車載音響機器１００
の保有する音楽データの場合には、車載音響機器１００へオーディオ操作信号を送信し、
また、ヘッドホンから再生出力されている音楽データが他の携帯音響機器の保有する音楽
データの場合には、他の携帯音響機器２００ｂにオーディオ操作信号を送信する。また、
自己の音楽ソース２０４の場合には、そのまま自己の携帯音響機器２００ａを制御する。
【０１３７】
　一方、ＮＯ判断の場合には、オーディオ操作信号を発信することなく、携帯音響機器２
００ａはその制御状態を維持する。
【０１３８】
　次に、外部機器からのオーディオ操作信号を受信したかを判断する（Ｑ２３）。
【０１３９】
　ＹＥＳ判断の場合には、受信したオーディオ操作信号に応じて内部音楽データのオーデ
ィオ操作を実行し（Ｑ２４）、ＮＯ判定の場合には、そのまま制御状態を維持し、リター
ンに移行する。
【０１４０】
　よって、外部機器からオーディオ操作信号を受信した場合には、自己の携帯音響機器２
００ａの音楽データは、外部機器（車載音響機器１００や他の携帯音響機器２００ｂ）に
よりオーディオ操作されることになる。
【０１４１】
　例えば、車載音響機器１００のオーディオ操作スイッチ１０７を操作することで、携帯
音響機器２００ａの音楽データをオーディオ操作することができたり、外部プレイヤーＡ
の携帯音響機器２００ａのオーディオ操作スイッチ２０８を操作することで、外部プレイ
ヤーＢの携帯音響機器２００ｂの音楽データをオーディオ操作することができたりする。
よって、他の乗員を煩わせることなく、自己の携帯音響機器を操作することで、自己の楽
しんでいる音楽のオーディオ操作を自由且つ容易に行なうことができる。
　このようにして、携帯音響機器の通信制御、オーディオ制御が行なわれる。
【０１４２】
　次に、図９に示す音楽データの消去制御フローにより、車載音響機器の半導体メモリ等
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の情報記憶手段に記憶された携帯音響機器の音楽データを消去する消去制御方法について
説明する。
【０１４３】
　まず、車載音響機器１００が外部ソース（携帯音響機器２００ａ、２００ｂ）から音楽
データを受信して、情報記憶手段に記憶したかの判断を行なう（Ｓ５０）。
【０１４４】
　ＮＯ判断の場合には、そのままリターンに移行し、ＹＥＳ判断の場合には、次に自動車
のイグニッションスイッチ（図示せず）がＯＦＦになったかの判断を行なう（Ｓ５１）。
【０１４５】
　イグニッションスイッチがＯＦＦかの判断でＹＥＳ判断の場合には、車載音響機器１０
０の情報記憶手段に記憶された携帯音響機器２００ａ、２００ｂの音楽データを、全て消
去する処理を行なう（Ｓ５２）。一方ＮＯ判断の場合には、車載音響機器１００の電源が
ＯＦＦになったかの判断を行なう（Ｓ５３）。
【０１４６】
　車載音響機器１００の電源がＯＦＦかの判断でＹＥＳ判断の場合には、イグニッション
スイッチがＯＦＦと判断した場合と同様に、車載音響機器１００の情報記憶手段に記憶さ
れた携帯音響機器の音楽データを、全て消去する処理を行なう（Ｓ５３）。
【０１４７】
　すなわち、これらの処理では、車載音響機器１００の情報記憶手段から携帯音響機器の
音楽データを全て消去することにより、次回の音響制御開始時には、常に情報記憶手段の
記憶容量を最大にしておくことができる。
【０１４８】
　よって、次回の音響装置の音響制御時には、新たな携帯音響機器の音楽データを車載音
響機器１００に大量に取込んで、新しい音楽をより多く、車内で再生出力することができ
る。
【０１４９】
　車載音響機器１００の電源がＯＦＦかの判断でＮＯ判断の場合には、次に、乗員が車両
１から降車したかの判断を行なう（Ｓ５４）。この判断でＹＥＳ判断の場合には、降車乗
員の携帯している携帯音響機器２００ｂから受信して記憶した音楽データのみを車載音響
機器１００の情報記憶手段から消去する処理を行なう（Ｓ５５）。
【０１５０】
　すなわち、この処理では、降車乗員と共に車外に持ち出された携帯音響機器２００ｂの
音楽データを消去することにより、車載音響機器１００の情報記憶手段に、新しい音楽デ
ータを記憶することが可能な記憶容量を確保しておくことができる。
【０１５１】
　よって、次に別の乗員が乗り込んで、新しい携帯音響機器の音楽データを受信して車載
音響機器１００の情報記憶手段に記憶する場合に、記憶容量が確保されているため、記憶
容量を考慮することなく、確実に新しい音楽データを、車載音響機器１００の情報記憶手
段に記憶させることができる。
【０１５２】
　なお、本実施例では、シートに着座センサー（図示せず）を設け、乗員の降車を判定す
るように構成しているが、その他シートベルトセンサー等で、乗員の降車を判定してもよ
い。
【０１５３】
　また、乗員降車の判定の代わりに、携帯音響機器が車外に持ち出されたことを、直接、
車内無線アンテナから発信される電波で検出し、通信可能範囲内（車内）に、その携帯音
響機器が存在しなくなったことを判定してもよい。
【０１５４】
　一方、乗員降車判定でＮＯ判定の場合には、次に消去スイッチ（図示せず）が操作され
たかの判断（Ｓ５６）を行なう。この判断でＮＯ判断の場合には、リターンに移行し、Ｙ
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ＥＳ判断の場合には、乗員が選択した音楽データを車載音響機器１００の情報記憶手段か
ら消去する処理を行なう（Ｓ５７）。
【０１５５】
　すなわち、この処理では、乗員の選択した音楽データを車載音響機器の情報記憶手段か
ら消去することで、乗員の要望に応じて情報記憶手段の音楽データの整理を行なうことが
できる。
【０１５６】
　この消去操作は、乗員が車載音響機器１００の操作パネル５１でオーディオトップスイ
ッチ５８ｃを操作して、図５に示す『ＡＵＤＩＯ　ＴＯＰ　ＭＥＮＵ』画面をディスプレ
イ画面に表示させ、十字カーソル・決定ボタン１０８で「受信した音楽を消去する」Ｄ４
を選択・決定して行なう。
【０１５７】
　乗員が「受信した音楽を消去する」Ｄ４を選択・決定すると、ディスプレイ画面は図１
０に示す『消去ＭＥＮＵ』画面に切り替わり、音楽データの記憶内容や対象機器、消去方
法が表示される。
【０１５８】
　この『消去ＭＥＮＵ』画面で、乗員が「対象機器」選択エリアＤ４１で消去したい音楽
データを記憶した機器を選択・決定すると、対応する機器の記憶内容が「メモリデータ」
表示エリアＤ４２に表示される。
【０１５９】
　この「メモリデータ」表示エリアＤ４２に表示された記憶内容で乗員が消去したい音楽
データの曲名を選択・決定して、「消去」Ｄ４３を選択・決定すると、乗員の消去したい
音楽データが対応する機器の情報記憶手段から消去される。
【０１６０】
　例えば、乗員が車載音響機器１００の情報記憶手段の１曲目を消去したいと考えた場合
には、図１０の『消去ＭＥＮＵ』画面に示す選択内容で選択・決定することにより、音楽
データの消去処理が行なわれる。
【０１６１】
　なお、本実施例では、携帯音響機器２００ａ、２００ｂの記憶内容も消去できるように
「対象機器」選択エリアＤ４１に各外部プレイヤー（外部プレイヤーＡ、外部プレイヤー
Ｂ等）も設定している。
【０１６２】
　また、消去方法も「消去」Ｄ４３以外に「受信音楽全て消去」Ｄ４４や「全て消去」Ｄ
４５を設定している。ここで「受信音楽全て消去」とは、他の機器から受信して記憶した
音楽データを全て消去する方法であり、「全て消去」とは、所望の機器の情報記憶手段に
記憶された音楽データを、独自に記憶した音楽データも含めて全て消去する方法ある。
【０１６３】
　こうして消去したい音楽データを消去した後、「終了」Ｄ４６を選択・決定することに
より、消去操作は終了する。
【０１６４】
　こうして、それぞれの処理で音楽データを消去した後、音楽データを消去したかの確認
判断を行なう（Ｓ５８、Ｓ５９、Ｓ６０）。ＮＯ判断、すなわち音楽データが充分に消去
されなかった場合や、音楽データの消去が確認できなかった場合には、それぞれ、再度音
楽データの消去処理を行なう。
【０１６５】
　こうして音楽データの再消去処理を行なうことで、確実に音楽データの消去処理が行な
え、完全に車載音響機器の情報記憶手段から携帯音響機器の音楽データを消去することが
できる。
【０１６６】
　一方、音楽データを消去したかの判断で、ＹＥＳ判断の場合には、そのままリターンに
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移行し、消去処理を終了する。
【０１６７】
　次に、インターネットの音楽配信サービスを利用して、ディジタル音楽データを車外か
ら受信して、車載スピーカから音楽として再生出力するインターネット操作について説明
する。
【０１６８】
　インターネット操作は、乗員が車載音響機器１００の操作パネル５１でオーディオトッ
プスイッチ５８ｃを操作して、図５に示す『ＡＵＤＩＯ　ＴＯＰ　ＭＥＮＵ』画面をディ
スプレイ画面に表示させ、十字カーソル・決定ボタンで「インターネットから音楽配信を
受ける」Ｄ３を選択・決定して行なう。
【０１６９】
　乗員が「インターネットから音楽配信を受ける」Ｄ３を選択・決定すると、ディスプレ
イ画面は図１１に示す『インターネットＭＥＮＵ』画面に切り替わり、それと同時にイン
ターネット回線に接続される。
【０１７０】
　『インターネットＭＥＮＵ』画面では、音楽配信サービスのサイト画面が表示され、「
今週のベストヒット」Ｄ３１、「邦楽セレクト」Ｄ３２等、様々なジャンルで音楽データ
を選択できるよう表示される。
【０１７１】
　乗員は、この『インターネットＭＥＮＵ』画面で好きなジャンルの項目を選択・決定し
、そして、配信を受けたい曲の音楽データを選択・決定し、音楽配信を受ける。そして、
その音楽データを車載音響機器１００の情報記憶手段に一旦記憶して、車載スピーカ２８
から音楽として再生出力する。
【０１７２】
　こうして、インターネットの音楽配信を利用することによって、さらに新しい、大量の
音楽を車内で楽しむことができる。
【０１７３】
　次に、各機器に記憶されている音楽データを他の機器に転送して、各機器間で音楽デー
タを受け渡すデータ転送について説明する。
【０１７４】
　データ転送操作は、乗員が車載音響機器１００の操作パネル５１でオーディオトップス
イッチを操作して、図５に示す『ＡＵＤＩＯ　ＴＯＰ　ＭＥＮＵ』画面をディスプレイ画
面に表示させ、十字カーソル・決定ボタン１０８で「受信した音楽を転送する」Ｄ５を選
択・決定して行なう。
【０１７５】
　乗員が「受信した音楽を転送する」Ｄ５を選択・決定すると、ディスプレイ画面は図１
２に示す『転送ＭＥＮＵ』画面に切り替わり、発信機器、音楽データの記憶内容、送信機
器、転送方法が表示される。
【０１７６】
　『転送ＭＥＮＵ』画面で乗員が十字カーソル・決定ボタン１０８で所望の項目を選択・
決定することにより、各機器間で音楽データが転送される。
【０１７７】
　例えば、乗員が、車載音響機器１００の情報記憶手段から一曲目の音楽データを外部プ
レイヤーＡの携帯音響機器２００ａに転送したいと考えた場合には、『転送ＭＥＮＵ』画
面の選択内容のように「発信機器」選択エリアＤ５１で「車載メモリ」Ｄ５１ａを選択・
決定して、車載音響装置１００の情報記憶手段の記憶内容である車載メモリデータＤ５２
を表示させ、その車載メモリデータＤ５２で一曲目の音楽データＤ５２ａを選択・決定す
る。そして「送信機器」選択エリアＤ５３で外部プレイヤーＡＤ５３ａを選択・決定する
。
【０１７８】
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　こうして、選択・決定した後に「転送」Ｄ５４を選択・決定すると、車載音響機器の情
報記憶手段から一曲目の音楽データが外部プレイヤーＡの携帯音響機器２００ａに転送さ
れる。
【０１７９】
　なお、全ての音楽データを転送したい場合には、車載メモリデータＤ５２で曲を選択・
決定せずに「全て転送」Ｄ５５を選択・決定すると、一度に全ての音楽データが転送され
る。
【０１８０】
　こうして、音楽データの転送を行なった後、「終了」Ｄ５６を選択・決定するとデータ
転送操作は終了する。
【０１８１】
　このデータ転送では、「発信機器」選択エリアＤ５１と「送信機器」選択エリアＤ５３
とで、それぞれ外部プレイヤーを選択・決定すると、携帯音響機器同士での音楽データの
データ転送も行なうことができる。
【０１８２】
　こうして、各機器間でデータ転送を行なうことができることにより、車載音響機器と携
帯音響機器の間での音楽データの交換はもちろんのこと、携帯音響機器同士でも容易に音
楽データの交換を行なうことができる。よって、乗員同士で気に入った音楽データを自由
に交換したり、また車載音響機器の音楽データを自由携帯音響装置に転送したりすること
ができる。
【０１８３】
　次に車載音響装置の音楽データの送受信方法が異なる別実施例について説明する。
　本実施例では図４の操作制御フローを、図１３、図１４に示すように一部変更して行な
う。図４の操作制御フローのＳ１３とＳ１４の間に、図１３の外部音楽ソースの曲名デー
タを記憶するステップ（Ｓ１００）を設定し、Ｓ１７の代わりに、図１４の外部音楽ソー
スから選択音楽の音楽データを受信するステップ（Ｓ１０１）に変更して制御を行なう。
【０１８４】
　すなわち、この操作制御では、携帯音響機器２００ａ、２００ｂの音楽データの曲名デ
ータだけを、予め車載音響装置１００の情報記憶手段に記憶し、曲名データによって音楽
データを選択し、その選択された音楽データを、車載音響装置１００の情報記憶手段に記
憶することなく、受信してそのまま、直接車載スピーカ２８や他の携帯音響機器で再生出
力するように制御する。
【０１８５】
　このように制御することにより、音楽データを車載音響機器の情報記憶手段に記憶させ
る必要がないため、情報記憶手段の情報記憶容量を少なく設定しておくことができ、また
、音楽データを情報記憶手段から消去する必要がなくなる。
【０１８６】
　次に、図１５には、その他実施例のディスプレイ表示画面を示す。
　本実施例では、ディスプレイの画面Ｄ６０上に、ディスプレイ画面を切り換える画面切
換スイッチＤ６１（ナビスイッチＤ６１ａ、オーディオスイッチＤ６１ｂ、オーディオト
ップスイッチＤ６１ｃ）と、所定項目を決定する十字カーソル・決定ボタンＤ６２と、オ
ーディオ操作信号を入力するオーディオ操作スイッチＤ６３と、オーディオ操作信号の出
力先を切り換える出力切換スイッチＤ６４とを表示して、乗員がディスプレイ画面Ｄ６０
でオーディオ操作できるように設定している。
【０１８７】
　すなわち、本実施例は、ディスプレイ画面Ｄ６０をタッチパネルで構成し、乗員が画面
を直接触れることで、乗員のオーディオ操作を車載音響機器１００に入力するように設定
したものである。
【０１８８】
　入力操作方法や制御内容は、前記実施例と同様であり、画面切換スイッチＤ６１でオー
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ディオスイッチＤ６１ａを選択すると、『ＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ』画面Ｄ６５が中央に表
示され、例えば、その『ＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ』画面の「ソース」選択エリアＤ６６で外
部プレイヤーＡを、「曲名リスト」選択エリアＤ６７で４曲目を、「出力先」選択エリア
Ｄ６７で車載スピーカを、それぞれ十字カーソル・決定ボタンＤ６２で選択・決定するこ
とで、音楽の再生・出力先を決定する（図１５の内容）。
【０１８９】
　そして、音楽データの再生や停止等のオーディオ操作信号を、乗員がオーディオ操作ス
イッチＤ６３を操作することで入力し、出力切換スイッチＤ６４に応じて、対応する機器
に出力するように設定したものである。
【０１９０】
　なお、オーディオトップスイッチＤ６１ｃを選択すると、前記実施例と同様に様々な選
択処理画面がディスプレイ画面Ｄ６０上に表示され、選択操作を行なうことができる。
【０１９１】
　こうして、ディスプレイ画面を直接触れることで、オーディオ操作できるように設定し
たことにより、インパネに設定する車載音響機器１００の操作パネル５１からオーディオ
操作スイッチ等を廃止できるため、操作パネル５１をコンパクトに構成でき、さらに音響
装置の操作性もディスプレイ画面を見ながら直接操作できるため、向上させることができ
る。
【０１９２】
　以上の実施例によって、以下の効果を奏する。
　まず、携帯音響機器２００ａ、２００ｂに保有する音楽データを、無線通信を介して車
載音響機器１００に送信して、車載音響機器１００でその音楽データを受信して、車内の
車載スピーカ２８で再生出力することにより、乗員が携帯音響機器を据付台へ設置するな
どの手間をかけることなく、確実に且つ容易に、無線通信を介して携帯音響機器の保有す
る音楽データを車載スピーカ２８から再生出力することができる。
【０１９３】
　よって、インターネットから音楽データをダウンロードすることなく、好みの音楽を、
乗員の携帯する携帯音響機器の音楽データを使用して楽しむことができ、操作性や利便性
を高めることができ、コスト削減も図ることができる。
【０１９４】
　特に、音楽データを車載音響装置１００の情報記憶手段に記憶させたことにより、より
確実に音楽データを車内で再生することができる。
【０１９５】
　なお、図１３、図１４の別実施例のように音楽データを車載音響装置１００の情報記憶
手段に記憶させずに、音楽データの曲名データだけを記憶させた場合には、車載音響機器
１００の記憶手段に大容量の音楽データを記憶する必要はなく、車載音響機器１００の記
憶手段の記憶容量を少なく設定することができる。
【０１９６】
　また、乗員がオーディオ操作を車載音響機器１００のオーディオ操作スイッチ１０７で
行なうことで、携帯音響機器２００ａ、２００ｂのオーディオ操作を行なうことができる
ため、音楽データが携帯音響機器２００ａ、２００ｂに保有された状態でも、車載音響機
器１００から直接、携帯音響機器２００ａ、２００ｂの音楽データのオーディオ操作を行
なうこともできる。
【０１９７】
　また、乗員が降車したときや、イグニッションスイッチがＯＦＦとなったとき、車載音
響装置１００の電源がＯＦＦとなったときなどに、車載音響機器１００の情報記憶手段に
記憶した音楽データを消去するため、情報記憶手段に別の音楽データを、新たに記憶でき
る記憶容量を確保することができる。
【０１９８】
　よって、次に別の乗員が乗り込んだ場合や、次の音響制御を行なう場合に、新しい携帯
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音響機器の音楽データを、記憶容量を考慮することなく確実に記憶させることができる。
【０１９９】
　また、音楽データが消去されたことを確認されない場合、再度、情報記憶手段に記憶さ
れた音楽データの消去を行なうことにより、音楽データの情報記憶手段からの消去処理を
より確実に行なうことができる。
【０２００】
　また、各機器間１００、２００ａ、２００ｂで音楽データの送信・受信を行なう通信状
態と、各機器間で音楽データの送信・受信を行なわない非通信状態とを携帯音響機器２０
０ａ、２００ｂの内外切換スイッチ２０９で切り換えることにより、携帯音響機器２００
ａ、２００ｂの車内での使用形態を、乗員の操作によって自由に選択することができる。
【０２０１】
　また、『受信ＭＥＮＵ』画面の接続状況Ｄ２１で車載音響機器１００と携帯音響機器２
００ａ、２００ｂの通信接続状態を可視的に表示することにより、物理的に目視できない
無線通信の接続状態を、乗員が目視でき、確実に車載音響機器と携帯音響機器２００ａ、
２００ｂとの接続状態を判断できる。
【０２０２】
　また、車載音響機器１００の無線通信範囲内に存在する複数の携帯音響装置２００ａ、
２００ｂに識別アドレスを付与して識別することにより、各々識別可能として、確実にど
の携帯音響装置２００ａ、２００ｂから送信された音楽データを認識して、音楽データを
再生出力するができる。
【０２０３】
　また、複数の携帯音響機器２００ａ、２００ｂから送信される複数の音楽データを受信
し、その複数の音楽データのうち、１つの音楽データを車載スピーカから音楽として再生
出力し、他の音楽データを携帯音響機器のヘッドホンから音楽として再生出力することに
より、複数の携帯音響機器を車内で接続した状態で、同時に異なった音楽データを車載ス
ピーカと携帯音響機器とで楽しむことができる。
【０２０４】
　また、複数の携帯音響機器２００ａ、２００ｂを、車載音響機器と無線通信を介して通
信可能に接続し、一方の携帯音響機器２００ｂが保有する音楽データを、他方の携帯音響
機器２００ａに送信し、他方の携帯音響機器２００ａから、該音楽データを音楽として再
生出力することにより、他人の携帯音響機器２００ｂの保有する音楽データを自己の携帯
音響機器２００ａで楽しむことができる。
【０２０５】
　また、『受信ＭＥＮＵ』画面で「検索」Ｄ２４を選択・決定して音響制御初期にのみに
接続操作を行なった場合には、自動車走行時など、音楽制御中に他の携帯音響機器が車載
音響機器の通信可能範囲に存在したとしても、誤接続する恐れをなくすことができ、制御
が混乱することを防止できる。
【０２０６】
　一方『受信ＭＥＮＵ』画面で「更新」Ｄ２５を選択・決定して音響制御中、所定周期ご
とに接続操作を自動的に行なうことにより、新しい携帯音響機器を接続する際、いちいち
乗員が接続作業を行なう必要をなくすことができる。
【０２０７】
　なお、こうした音響装置の制御方法は、音響装置のシステム制御を行なう集中制御ユニ
ット２０等に記憶された音響制御プログラムによって実行されるが、この音響制御プログ
ラムを、別途プログラム記憶媒体に記憶させて提供することにより、例えば他の音響装置
の制御手段にも、この音響制御を実行させることができる。
【０２０８】
　以上、実施例について説明したが、本発明はこれら実施例に限定されるものではなく、
携帯音響機器を車内に持ち込み、その携帯音響機器の保有する音楽データを、車内無線通
信を介して車載音響装置に送信して車載スピーカで楽しめるものであれば全て含むもので
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あり、例えば、携帯音響装置を充電用の据付け台に設置するようなものであっても、車内
無線通信を介して音楽データの送受信を行なうものであれば、本発明が包括するものであ
り、本発明の趣旨を逸脱しない限りにおいて、適宜詳細構造を変更してもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の音響機器を採用した自動車の概略平面図。
【図２】制御システム及び無線通信システムのシステムブロック図。
【図３】車載音響機器の操作パネル面の正面図。
【図４】車載音響機器の操作制御フローチャート。
【図５】ディスプレイに表示される『ＡＵＤＩＯ　ＴＯＰ　ＭＥＮＵ』画面。
【図６】ディスプレイに表示される『受信ＭＥＮＵ』画面。
【図７】ディスプレイに表示される『ＡＵＤＩＯ　ＭＥＮＵ』画面。
【図８】携帯音響機器の操作制御フローチャート。
【図９】音楽データの消去制御フローチャート。
【図１０】ディスプレイに表示される『消去ＭＥＮＵ』画面。
【図１１】ディスプレイに表示される『インターネットＭＥＮＵ』画面。
【図１２】ディスプレイに表示される『転送ＭＥＮＵ』画面。
【図１３】図４のフローチャートに追加される別実施例のフローチャート。
【図１４】図４のフローチャートを変更する別実施例のフローチャート。
【図１５】他の実施例のディスプレイ表示画面。
【符号の説明】
１…車両
２０…集中制御ユニット
２４…ディスプレイ
２８…車載スピーカ
３０…オーディオ制御ユニット
３４…車内無線アンテナ
１００…車載音響機器
１１０…送受信モジュール
２００ａ…携帯音響機器（外部プレイヤーＡ）
２００ｂ…携帯音響機器（外部プレイヤーＢ）
２０５…送受信モジュール
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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